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はじめに

　北海道私大助成推進協議会（略称・道私大助成推進協）は、私立大学への国庫助成の
拡大を通じて、私大で学ぶ学生とその父母等の学費負担の軽減、教育研究条件の改善を
目的とした団体です。
　毎年、春から夏にかけて、私大助成の拡充を求める国会請願署名運動に取り組んでい
ます（署名は、秋の臨時国会へ提出します）。
　また署名運動とあわせて、北海道内の私立大学・短大に通う学生の学費負担調査を
1990年度から行っています。調査の対象は、学生本人ではなく、学費負担者です。1990
年度は在学生全世帯を対象としましたが、91年度からは新入生世帯のみを対象としてい
ます。
　1994年度調査からは、調査結果を冊子にまとめ発行してきましたが、調査体制や費用
の問題で、冊子化が途切れることがありました。
　しかしながら、学費負担や奨学金問題など、大学生の経済状況は年々悪化し、こうし
た調査の必要性は増していることを鑑み、今年度から、体制など整備して調査を再開し
ました。
　さて、日本の私立大学・短期大学は、学校数でも学生数でも、全体の７割を超え、高
等教育において重要な役割を占めています。
　にもかかわらず、公費助成制度は著しく貧弱です。私立学校振興助成法では、教育の
改善、学費負担の軽減のため「私立大学への経常費２分の１補助」の早期達成を目標と
して定めています。また、1975年７月に私立学校助成法が成立した際、参議院文教委員
会の附帯決議では、「私立大学に対する国の補助」を「できるだけ速やかに２分の１と
するよう努めること」とされています。しかしながら、私立大学の経常費に占める補助
金の割合は、1980年度の29.5％をピークに減少の一途をたどり、ついには、10％を割っ
たことが2016年になって報じられました（例えば、『朝日新聞』2016年９月19日付）
　以上のことなどを背景に、経済的理由から私立大学への進学を断念する高校生や、退
学を余儀なくされる大学生が増えています。憲法に保障された教育の機会均等が根底か
ら脅かされています。
　日本政府は2012年９月、国際人権規約の「高等教育の漸進的無償化」条項に対する留
保を撤回しました。今後、政府は無償化に向けた具体的な施策を計画的に実施する責務
を果たさなければなりません。
　私たちは、私立大学生の学費負担を軽減する学費助成制度の新設を求めるとともに、
給付制奨学金の創設・拡充や無利子奨学金制度の拡充、私大助成の増額などを通じて、
各家庭の経済的負担の軽減を目指しています。
　本調査結果が各方面で広く活用されることを望みます。
　最後になりますが、調査にご協力を賜りました新入生のご家庭、学費負担者のみなさ
まに心から感謝申し上げます。

北海道私大助成推進協議会 
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１．調査の目的
　私立大学に学生を通わせている家庭の教育費負担を明らかにすること、もって、高等
教育に関する政策や取り組みに資すること。

２．調査の方法と回収状況
　道私大助成推進協に加盟する各大学の協力を得て調査票を配布した。今回は、３大学
（北海学園大学、酪農学園大学、札幌学院大学）の協力を得た。
　調査票の配布を2016年７～８月にかけて行い、９月中旬までに回収された調査票を分
析の対象とした（調査票の配布方法などは各大学に一任している）。
　有効回答数は312部である。その内訳は以下のとおりである（９月15日時点）。
　　北海学園大学１部（昼間部）　115部
　　北海学園大学２部（夜間部）　 22部
　　札幌学院大学　　　　　　　　 57部
　　酪農学園大学　　　　　　　　118部

３．分析等の留意点
　第一に、本調査においては、無回答は除いて集計を行っているので、各設問の有効回
答数は必ずしも一致しない。
　第二に、調査結果は、回答者全体のほか大学ごとに集計を行い、図表で示している。
また、文科系と理科系でも集計をしている（理科系は、酪農学園大学と、北海学園大学
の工学部）。
　なお、後者の集計では、北海学園大学２部を対象から除いている。
　第三に、紙幅の都合で、本文及び図表中の大学名は以下のとおり略称する。
　　北海学園大学１部・・・北海１部
　　北海学園大学２部・・・北海２部
　　北海学園大学全体・・・北海
　　札幌学院大学・・・・・札学
　　酪農学園大学・・・・・酪農

４．資料
　資料として、自由記述一覧と、アンケート調査結果一覧、そして、本調査で用いたア
ンケート調査票を添付したので参照されたい。
　なおアンケート調査結果は、全体集計のほか、所属大学別と、学部等（文科系／理科
系）別のクロス集計の結果を掲載した。

Ⅰ．調査の概要など
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１．回答者の子どもの所属大学・学部等

図表１－１　子どもの所属大学（進学先）

図表１－２　所属学部・学群

　回答者の子どもが通う大学は（図表１－１）、酪農学園大学、北海学園大学（１部）、
札幌学院大学、北海学園大学（２部）の順である（以下、「酪農」「北海１部」「札学」「北
海２部」と略記）。
　ところで、「北海２部」は、夜間部であり学費負担は相対的に小さい。授業料等は、「北
海１部」の半分である（１年次にはおよそ60万円、２年次以降はおよそ50万円）。経済
的に不利な条件の家庭が学ぶ機会となっている。全体に占める割合は多くないが、結果
をみる際には留意されたい。
　学部等（文科系、理科系）の区分は図表１－２にまとめた。全体でみると「文科系」
が半数を占めるが、大学によって大きく異なる。「文科系」中心の「北海１部」と「札学」
に対して、「酪農」は「理科系」が中心である。
　次の２以降では、「文科系」と「理科系」の分析結果も図表中に示す。

Ⅱ．調査の結果
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２．入学時の費用負担
１）入学時の借り入れ状況
図表２－１　入学時に必要な学費等のための借り入れを行ったか

図表２－２　借り入れ金額

人数
（人）

平均値
（万円）

中央値
（万円）

標準偏差
（万円）

大学 北海１部 24 206.8 200.0 116.5
北海２部 10 167.0 100.0 166.1
札学 16 118.0 100.0 71.5
酪農 21 199.0 150.0 94.7

学部等 文科系 28 146.4 106.0 93.7
理科系 20 218.0 200.0 113.9

合計 71 178.9 150.0 113.7

　入学に必要な学費等の借り入れを行ったかどうかを尋ねたところ（図表２－１）、４
分の１が借り入れを「した」と回答した。学部等での違いはとくにない。
　但し、借入金額にはバラツキがある。人数は多くないので、結果をみる際には注意が
必要だが、借り入れたという回答者に限定して、借り入れた金額（平均値）をみたとこ
ろ（図表２－２）、「北海１部」と「酪農」では平均値は200万円前後になっている。学
部等別にみると、「理科系」で多い。

２）学資保険などの積み立て
図表２－３　入学に必要な費用のために学資保険などの積み立てをしていたか
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　入学に必要な費用のために学資保険などの積み立てをしていたかを尋ねたところ（図
表２－３）、全体では、「していた」が４分３を占めている。
　大学別にみると、「北海２部」を除き、どの大学も、積み立てを「していた」家庭が
７割弱から約８割を占める。

３）費用負担感
図表２－４　受験から入学までの費用負担感

　受験から入学までの費用負担感を尋ねたところ（図表２－４）、「大変重い」だけで５
割弱を占め、「重い」もあわせると、９割超を占めている。
　大学別にみると、授業料が「北海１部」の半分である「北海２部」においても負担感
は大きい。また、学部等別にみると、授業料が高い「理科系」よりも「文科系」で負担
感が大きい。これらは、家計における学費の支払い能力も反映していると思われる（こ
の点は７でふれる）。

３．直接助成制度の希望と、奨学金利用状況
１）直接助成制度の希望
図表３－１　直接助成制度は必要か

　現在、国からの補助金は大学に交付されている。授業料として家庭に直接補助をする
「直接助成制度」の必要性（希望）を尋ねたところ（図表３－１）、「必要がある」が９
割を超えている。
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　どの大学でも、あるいは、「文科系」でも「理科系」でも、「必要がある」という回答
は９割に及ぶ。

２）奨学金
図表３－２　奨学金の利用希望

図表３－３　奨学金の利用申請状況

図表３－４　申請をしていない理由で最もあてはまるもの
　　　　　　※対象は、利用を希望していながら申請をしていない者

　次に奨学金について尋ねた。
　第一に、奨学金の利用を希望するか尋ねたところ（図表３－２）、希望「する」がお
よそ６割を占めた。大学別にみると、希望が最も多いのは「北海２部」で、その割合は
７割強である。逆に最も少ないのは「酪農」であるが、それでも、割合は５割を占める。
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　第二に、奨学金の申請をしているかどうかについて、利用を希望「する」という回答
者に尋ねたところ（図表３－３）、申請「している」という回答が８割弱を占めた。
　大学別にみると、「酪農」では「していない」という回答が３割を占めている。
　では、奨学金の利用申請をなぜ「していない」のか。人数は少ないが、この点を最後
に尋ねた。
　最もあてはまる理由１つのみを回答してもらったところ（図表３－４）、「返済の義務
がある為」37.5％、「申請基準に合わない為」30.0％が多かった。奨学金を借りたくて
も（借りる必要があっても）返済不安から借りない者が一定数いるのではないかと思わ
れる。

４．子どものアルバイトに対して
図表４－１　子どものアルバイトを予定していたか

図表４－２　どのような費目にアルバイト代をあてることを希望したか
　　　　　　※対象は、アルバイトを予定していた者

　学生の多くは大学入学後にアルバイトに従事する。
　本調査では、第一に、子どものアルバイト収入を予定して大学に進学させたかを尋ね
た（図表４－１）。結果は、「予定していた」と「予定していなかった」が拮抗している
（49.4％、50.6％）。
　第二に、「予定していた」という回答者に対して、アルバイト代をどのような費目に
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あてて欲しいかを複数回答可で尋ねたところ（図表４－２）、多い順に、「交際・レジャ
ー費用」75.3％、「衣服代」63.6％、「飲食代」59.1％、「サークル・部活動費」58.4％
が半数を超えている。「電話・インターネット料金」「交通費」「書籍代」も３割台である。

５．大学の受験回数と受験料
図表５－１　宿泊を必要とした大学受験の回数

図表５－２　宿泊を必要としなかった大学受験の回数

　受験のことを尋ねた。
　第一に、国公私立すべての大学の受験回数について、宿泊を必要とした受験とそうで
ない受験とに分けて尋ねた。
　まず前者は（図表５－１）、「０回」が６割、「１回」が４人に１人弱である。
　大学によって差があり、「北海」とりわけ「北海２部」では「０回」が多い（「北海１
部」でおよそ４分の３、「北海２部」でおよそ９割）。「札学」、「酪農」では、「０回」が
最多ではあるものの、「１回」以上が少なくない。とりわけ「酪農」では、「０回」は
44.1％にまで減少し、逆に、「２回」以上が全体の４分の１を占める。
　後者、すなわち、宿泊を必要としなかった受験回数は（図表５－２）、全体でみると、
最多は「１回」で、３分の１を占める（34.6％）。とくに「札学」では、「１回」が半数
を占めている。
　逆に、「北海」では、「２回」以上の受験経験者が多い。
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注：�宿泊を要した受験回数の設問に無回答だった者は100人超、宿泊なしの受験回数に無回答の者はおよそ
50人みられた。他の設問と比べても圧倒的に多いこれらの無回答者は、受験回数が「０回」であった、
と判断をし、そのように処理をした。

図表５－３　全ての受験に要した、受験料・交通費・宿泊費の総額（受験費用総額）

図表５－４　大学別、学部等別にみた受験費用総額の平均値

　第二に、全ての受験に要した受験料・交通費・宿泊費の総額（以下、受験費用総額）
を尋ねた。
　結果は図表５－３のとおりで、平均金額は、12.3万円である。20万円以上も全体の２
割を占める。
　大学別、学部等別にその平均値をみた（図表５－４）。
　結果は、道外からの受験者が多い「酪農」では、16.2万円と平均値を４万円ほど上回
る。逆に、受験回数の少なかった「札学」では7.6万円と全体よりも５万円弱低い。



●11

６．子どもの住まいと費用など
１）子どもの住まいと、小遣いの有無（自宅生）
図表６－１　どこから大学に通っているか

図表６－２　子どもに対する小遣いの支給状況　※対象は、自宅生

図表６－３　小遣いの金額

　第一に、回答者の子どもがどこから大学に通っているかを尋ねた。
　結果は（図表６－１）、全体でみると、「自宅から」と「自宅外から」が拮抗している
が、大学によって、結果は大きく異なる。「北海」は１部も２部も前者が圧倒的に多い
のに対して、「酪農」は逆に後者が多い。「札学」は「自宅」と「自宅外」がおよそ４対６
の割合である。
　第二に、「自宅から」と回答した者を対象に、子どもに小遣いを渡しているかどうかと、
その金額を尋ねた。
　前者は、全体でみると（図表６－２）、およそ半数が「渡している」と回答した。
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　後者、すなわち、その金額は（図表６－３）、１万円刻みでみると、「１万円以上、
２万円未満」が43.4％である。

２）自宅外生の住まいと、諸費用の負担
図表６－４　住まいの種類（対象は自宅外生）

　子どもは自宅外から大学に通っている、という回答者にその諸経費などを尋ねた。
　第一に住まいの種類は（図表６－４）、全体でみると、「アパート・賃貸マンション」
が６割強である。但し、「酪農」では、その割合は５割程度まで低下し、逆に、「大学の
学生寮」が32.7％である。
　「北海１部」と「札学」では、「アパート・賃貸マンション」の割合が80％台である。

注：�この設問は、複数回答可で尋ねたが、複数回答をした者は１人のみだった。具体的には、「アパート・
賃貸マンション」と「血縁と同居」に回答していたので、前者で処理をした。

図表６－５　家賃（月額）

図表６－６　敷金・礼金
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図表６－７　生活用品をそろえるのに要した金額

図表６－８　大学別にみた、家賃、敷金・礼金、生活用品に要した費用それぞれの平均値

　第二に、家賃（月額）、敷金・礼金、生活用品をそろえるのに要した金額のそれぞれ
を尋ね、結果を図表６－５～図表６－７にまとめた。
　まず家賃（月額）の平均値は3.9万円である。全体のおよそ３分の１は５万円以上で
ある。
　次に敷金・礼金の平均値は7.8万円である。家賃のおよそ２ヶ月分と思われる。もっ
とも、10万円以上と高額な負担も４割を占める（なお、無回答が一定数いるのは、敷金・
礼金の発生しない住まいの者と思われる）。
　最後に、生活用品をそろえるのに要した費用は、平均で22.2万円に及ぶ。50万円以上
を要したというケースも１割弱を占めている。
　なお、以上の項目のそれぞれについて、大学ごとの平均額を図表６－８にまとめた（回
答者数が２人と少ない「北海（２部）」は省略する）。
　「大学の学生寮」が相対的に多かった「酪農」でも、生活用品に要した費用（平均値）
は、20万円に及んでいることを確認しておく。
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３）仕送り額と、仕送りとは別の負担
図表６－９　５月分の仕送り額

図表６－10　６月以降に予定されている平均仕送り額

図表６－11　大学別にみた５月分及び６月以降の仕送り額の平均値

図表６－12　仕送りとは別に家族で直接負担しているもの（複数回答可）
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　本調査では、５月分の仕送り額と、６月以降に支払いを予定している平均仕送り額を
尋ねた（調査を行ったのは実際には７月以降なので、後者は、予定ではなく実績値だと
思われる）。なお、授業料など大学への納付金は除く、と調査票には明記した。
　全体の結果（分布）を図表６－９、図表６－10にまとめ、全体及び大学ごとの平均値
を図表６－11にまとめた。
　まず５月分の仕送り額は（図表６－９）、平均で6.1万円である。10万円以上も２割に
達している。
　次に、６月以降の平均仕送り額は（図表６－10）、５月分に比べるとやや低下し、平
均で5.4万円である。
　以上を大学別にみると（図表６－11）、例えば５月分の仕送り平均値は、「札学」と「酪
農」では６万円を超える。「北海１部」では5.4万円にとどまる。
　最後に、仕送りとは別に家族で直接負担しているものを尋ねた（複数回答可）。
　結果は（図表６－12）、とくに「なし」は5.3％にとどまる。代わりに、「電話料金」
が８割を超え（82.9％）、ほかにも「家賃」や「水道光熱費」は40％台の回答となって
いる。

７．教育費負担、家族の年収等
１）教育費負担のかかる子どもの有無
図表７－１　教育費負担のかかる子どもの人数

図表７－２　そのうち、本調査対象の子どもを含む大学生の人数（大学院生を含む）
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　教育費負担のかかる子どもの人数と、そのうち、大学生（大学院生を含む）の人数を
尋ねた。どちらも、本調査対象者を含む（よって、最低でも１人となる）。
　結果は、まず前者は（図表７－１）、「２人」46.2％、「１人」41.2％でおよそ９割弱
を占めるのに対して、後者は（図表７－２）、「１人」で８割弱（78.1％）を占める。
　全体の結果と比べると、「酪農」では、どちらの数値も、「２人」以上の占める割合が
大きい。

注：�（１）両者が回答されているもののみ分析の対象とした。但し、例えば、前者が「１人」と回答されて
おり、後者が無回答の場合には、後者も「１人」と判断し、そのように処理をした。（２）前者の人数
より後者の人数が多い回答が２ケースあったがそのまま分析の対象とした（例えば、教育費を学生自身
が捻出しているケースが考えられるので）。

２）家族の年収等
図表７－３　家族全体の税込み年収

図表７－４　大学別、学部別にみた、家族全体の税込み年収（平均値）

　回答者の収入はどのくらいだろうか。家族全体の年間の収入（税込み）を本調査では
尋ねた。
　結果は（図表７－３）、200万円刻みでみたところ、「600万円以上800万円未満」が最
多で、その割合は、４人に１人（24.5％）である。平均値は686万円である。
　大学別に平均値をみたところ（図表７－４）、「酪農」の平均値が800万円となっている。
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３）主な家計支持者の職業と居住地
図表７－５　主な家計支持者の職業

図表７－６　主な家計支持者の居住地

　最後に、主な家計支持者の職業と住まい（居住地）を尋ねた。
　まず前者は（図表７－５）、「会社員・団体職員」が最も多く（46.3％）、「公務員」が
ついで22.3％である。図表は省略するが、大学ごとの結果をみると、例えば、「北海２部」
では「公務員」が少ないなど、大学ごとの違いがみられる（資料を参照されたい）。
　次に後者は（図表７－６）、全体でみると、「札幌市外」「札幌市内」「道外」の順であ
るが、大学によって結果は大きく異なる。
　すなわち、「北海」では「札幌市内」が最も多く（但し、「北海１部」では「札幌市外」
と拮抗）「道外」はわずかである。それに対して「札学」では、「札幌市外」が７割を占
める。また「酪農」では、逆に、「道外」が７割弱を占めるのが特徴である。



●18

【009】日本の将来の税収源となる子ど
も達なのだから、その子ども達を育てる
ための大学費用は国が保障するべきと思
います。そうすれば大学まで進学させよ
うと思う計画出産も増えるのでは。人間
育成のきちんとしたサポートを国でお願
いします。
【013】理系の大学の学費が高く、２人
目の子ども（現在高校生）も理系志望で
したが、２人理系への進学は正直経済的
にも厳しいものがあり、文系への変更を
することになりました。経済面以外でも、
理系の大学は市内に少ないと感じます。
【015】教育費のかかる子どもは今は１
人ですが、３人目の子なので、３人分の
教育費はすごく家計の負担が重いです。
【020】奨学金は子どもの借金となりま
すが、兄弟がいるので、子どもに頼んで
受けることにしました。負担があると心
配しています。
【025】私立高校へ通学している子ども
の授業料の負担を軽減して欲しい（収入
要件を無くして欲しい）。大学の授業料
が高すぎると思う。通常のサラリーマン
が楽に支払える額ではないし、授業内容
が授業料に見合っていない。
【041】入学金・前期授業料等、早々に
振り込まなければならないが、そのお金
を奨学金で払おうと思っていた。しかし
間に合わないことを知り、大変なことに
なった。奨学金の件も詳しく知る機会が
なかったための結果なので、受験前から
詳しく教える場をもうけて欲しい。また
早々の振り込み前に奨学金でまかなえる
ようなシステムにして欲しい。
【047】子どもが将来に夢をもって大学
進学を希望する中、親として背中をおし
てあげたいです。高額の負担を親が借金

するか、子が借金するか、いずれにして
も、普通の会社員家庭がもう少し負担を
少なく夢をかなえてあげたいのが本音で
す。
【051】収入にかかわらずせめて無金利
の奨学金にして欲しいです。
【073】夫が単身赴任の生活を10年近く
送っています。単身赴任の場合、年収額
が多くても支出が倍になることが多く、
楽な暮らしは出来ません。色々な年収制
限で単身赴任家庭は例外としていただき
たいと思っています。
【080】卒業と同時に奨学金の支払いが
始まり、結婚ましては子育てなど考えら
れない若者が増えるのは当然で、少子化
の流れになるのは自然なことだと思いま
す。大学進学する子が増えている以上、
もっと進学しやすく、将来に夢をもてる
世の中になって欲しいです。
【082】国公立希望でしたが、道内に学
校が少ない。私立だと高い学費で、奨学
金を借りなければ難しく、道外は、予算
の上で初めから子どもに、「道内の大学
で」という選択をさせなければならなか
ったのが現実です。現在奨学金を借りて
いますが、将来、きちんと返済できるの
か不安。返還しなくてよい奨学金等、経
済的に負担を減らす対策を望みます。
【097】子どもが在学中に定年退職を迎
えます。学費の負担が大きいので、成績
での返金なしの奨学金を増やして欲しい
です。
【101】学費がかかるから私立大には絶
対行かせないと思っていました。本人の
希望で、本人が奨学金とアルバイトで学
費を払うというので行かせています。し
かし学費のためにバイトをし、それが忙
しく、満足に勉強ができない状態です。

Ⅲ．資料

資料１　学費負担者の声
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国公立のように半額免除とか４分の１免
除とかのシステムがあったらいいと思い
ます。このまま本当に４年間バイトをし
ながら頑張れるのが心配です。
【109】入学時のみならず在学生にも、
今まで以上によりよい奨励金・奨学金等
の処置を実施して欲しい（現在、成績等
での話は聞くが、一部の学校だけ？）。
様々な方法で大学へ行きやすい環境をつ
くって欲しい。とくに北海道内にとって
は、地域格差を考えて欲しい。
【111】今は一人っ子や二人兄弟で子ど
もにお金をかけられる家庭があるでしょ
うけれど、誰もが平等に勉強ができる世
の中になるよう願わずにはいられない。
進学できる子は感謝をもって勉学に励ん
でいただきたい。勉強ができることは当
たり前のことではないのだから。
【119】長い間の返済を考えると奨学金
は借りないでやりくりしていこうと思っ
ています。
【126】奨学金を借りれたので大学へ行
くことができました。それは有り難いこ
とですが、大学卒業後に多額の返済のこ
とを考えると、将来に希望をもてないの
が事実です。自暴自棄にみえるときがあ
ります。
【135】大学生が２人いて、２人とも私
立のため、ものすごい負担があります。
奨学金をそれぞれ借りていますが、卒業
後、きちんと返済していけるのか。親も
含めてみんな、借金の返済に追われる
日々が続きます。子ども達の、学びたい
意欲を応援したくても、経済的にかなり
無理が出ています。
【143】給付型奨学金の普及が望ましい。
【148】最近の子育て支援は、低年齢の
子どもに関することが多いような気がし
ます。例えば、保育園の問題や留守家庭
etc。でも一番お金がかかる時期は高校、
大学ではないでしょうか。我が家は私立
大学に２人通っています。先進国は教育

費がかからない国もあるのに、、、
【153】世帯収入が多くても、色々な事
情で（父母・祖父母等の生活援助や奨学
金の返済等）支出が多いと、学費の負担
はかなり重いものになります。各家庭で
収入と支出の割合が違うと思いますが、
「直接助成制度」になると助かる家庭は
多いと思います。
【157】大学に入れたことは、親子で決
めたことなので、頑張ってもらいたいと
思いますが、主人か私が病気で倒れてし
まったらということを考えると不安で
す。保険は入っていますが、負担が大き
いので、ぜひ助成をしていただけるとあ
りがたいです。
【178】社会的にもいろいろ取り上げら
れていますが、給付型の奨学金の制度化
もそうですが、現在、奨学金がすでに貸
与されている学生に対しても、給付型へ
切り替えできるなど、卒業後の返済がい
くらかでも少なくなるような制度ができ
ればと思います。
【183】夢や学びたい気持ちを優先にし
ていますが、積立をしていてもやはりお
金はかかります。せっかく大学に行って
もバイト漬けで単位がとれない、授業料
が高くて支払いができない、となっては
何のための大学なんだろうと思うときも
あります。大学もぜひ安心して学べる環
境であってもらいたいです。負担金が軽
減されるといいのですが。
【184】教育にお金がかかる。兄弟が多
く、今回は、長男の大学にかかるお金が
大きかったので、２番目３番目４番目の
子どもになると、本人達に大学で勉強し
たい意志があっても、親として悩むとこ
ろです。子ども達がもう少し自由に進路
を選べるように、払える範囲内の学費に
して欲しいです。日本の学費は高すぎる
と思います。このような署名活動の機会
があってよかったです。みなさんと話す
機会になりました。
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【185】４年間寮に住むのが難しいので、
一人暮らしをして、学費を支払って、と
いうことがやっていけるのか不安です
（母子家庭で非正規雇用なので）。
【187】子どもの多い家族は負担が大き
い（５人）。
【192】受験料の高さにはびっくりしま
した。どこもボーダーラインの成績でし
たので、いくつもたくさん受けなさい、
と高校の先生からは言われましたが、と
ても無理でした。希望校に入学できまし
たが、そうでなかったら、、、浪人でもそ
れ以上にお金がかかりますし、ぞっとし
ます。子どもの憧れだった北海道。通信
費、交通費も多額で大変です。受験は名
古屋でできて助かりました。合格発表も
インターネットで知ることができて本当
に助かりました。
【200】農業経営は不安定な収入のため、
学費については、学資保険などの積立で
まかなっています。経営の安定も努力は
していますが、なかなか実現できていな
いのが現実です。来春、末の子が進学を
予定していますが、住居費のかからない
ところを探しながら、自分のやりたいこ
とを探しているところです。
【203】最近はネットなどの普及により、
ずいぶんと学内の活動もわかるようにな
った。学校活動はわかるのですが、学校
に納めたお金や助成金など、わかりにく
く、知識もないので、わかりやすい案内
があると嬉しいかと思います。
【204】子どもを進学させるにあたりそ
れなりに覚悟をもって準備はしておりま
したが、やはり家計のなかでは負担が大
きいです。
【205】共働きで２人の大学生の学費を
何とか捻出していますが、それでも厳し
いです。（学費が払えず）進学をあきら
めなくてはいけない子が出ないような制
度ができることを望みます。
【206】直接助成制度については国の義

務ではないかと思います。国家を形作る
人材を、「口」では重要だと言っておき
ながら、国がお金を出さないのはおかし
いのでは？「口」だけなら誰でも言えま
す。
【207】授業料の支払いが大きな負担で
す。現在、コツコツ貯めてきたお金をあ
てていますが、卒業までもたず不安があ
ります（健康で今まで通り親が働けるこ
とで何とか）。
【208】学びたいことを子ども、若者が
安心して学べる環境をつくりたいです。
大学卒業時に多額の借金を背負わされる
ような社会の仕組みは、何とかしなけれ
ばと思います。今のままでは結局社会の
大きな損失になるとも思います。
【209】北海道の大学等進学率が全国最
低ランクであることを知り、ショックを
受けました。少しでも早く、学生が夢を
失わないうちに、高額な学費の負担軽減
を強く望みます。
【211】家庭の事情などで勉強に専念で
きない子も多く、大切な人材を育成でき
ない状況にある。これから未来を担う若
者の育成を図るためには、国からの補助
（学費等の）の実行が必要と思う。
【260】北海道の大学進学率が43位とは
知りませんでした。奨学金を返していけ
るのか心配です（スタート地点から借金
を背負わせてしまったことが親としてや
るせないです）。
【271】大学の数を減らす。夜間大学の
充実も必要ではないだろうか。若年人口
が減少する中で絶対数の減少も検討し人
材育成を考えていただきたい。
【277】通学しているのは次男です。長
男は奨学金を返済中です。次男が進学す
るとき、「なるべく奨学金を借りずに大
学に行かせてやって欲しい。返済が重い
ので」との言葉で奨学金を借りない選択
をしました。
【286】親の収入で子どもの人生が変わ
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ることのない世の中にして欲しい。我が
家はもともと低所得のため〔現在失業
中〕、子ども自身で全額奨学金を借りる
しかありませんでした。社会に出てから
20年もの年月で返済していかなければな
らないのが可哀想すぎます。せめて無利
息で貸して下さる他、国の助成は必ずお
願いしたいと思っています。子どものバ
イト代も予定し入学しましたが、バイト
で疲れすぎて学業に支障を来すことも多
く、困っています。
【287】私立大学の助成も大事だとは思
いますが、少子化の時代なのに私立大学
が多すぎるのではないか？私立大学の受
験者が少ないので家庭の負担が多いので
はないか？私立大学も時代にあった学校
数にするのが望ましいことだと思います。
【291】母子家庭のため私大助成があれ
ば大変助かります。
【293】給付型奨学金の早期実施。所得
状況に応じた学費助成の必要あり。
【297】金額の価値もわからずに安易に
お金を借りる、借りられるのに疑問も感
じます。返せないなら借りなければよい
と思います。産んだときから、教育費が
かかるのはわかっているはずです。
【312】是非実現を早急に願う気持ちで
す。



●22

単位：人，％
全体 所属大学 学部等

北海１部 北海２部 札学 酪農 文科系 理科系
312 100.0 132 100.0 111 100.0

子ども（新入生）
の所属大学

北海学園大学（１部・昼間部） 115 36.9 82 62.1 26 23.4
北海学園大学（２部・夜間部） 22 7.1
札幌学院大学 57 18.3 49 37.1
酪農学園大学 118 37.8 1 0.8 85 76.6

303 100.0 110 100.0 22 100.0 56 100.0 115 100.0
所属学部・学群 文科系 154 50.8 82 74.5 22 100.0 49 87.5 1 0.9

理科系 111 36.6 26 23.6 85 73.9
その他 38 12.5 2 1.8 7 12.5 29 25.2

311 100.0 114 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 110 100.0
入学に必要な学費等の
ための借り入れの有無

した 75 24.1 24 21.1 11 50.0 17 29.8 23 19.5 29 22.0 22 20.0
しない 236 75.9 90 78.9 11 50.0 40 70.2 95 80.5 103 78.0 88 80.0

71 100.0 24 100.0 10 100.0 16 100.0 21 100.0 28 100.0 20 100.0
借り入れた金額 １～49万円 5 7.0 3 30.0 2 12.5 2 7.1

50～99万円 7 9.9 3 12.5 1 10.0 3 18.8 6 21.4
100～149万円 21 29.6 6 25.0 3 30.0 5 31.3 7 33.3 7 25.0 6 30.0
150～199万円 9 12.7 2 8.3 3 18.8 4 19.0 4 14.3 3 15.0
200～249万円 8 11.3 4 16.7 2 12.5 2 9.5 5 17.9 2 10.0
250～299万円 6 8.5 2 8.3 1 10.0 3 14.3 3 15.0
300万円以上 15 21.1 7 29.2 2 20.0 1 6.3 5 23.8 4 14.3 6 30.0

平均値　（単位：万円） 179 207 167 118 199 146 218
中央値　（単位：万円） 150 200 100 100 150 106 200
標準偏差（単位：万円） 114 117 166 72 95 94 114

311 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 117 100.0 132 100.0 111 100.0
入学に必要な費用のために学資保
険など積み立てを実施していたか

していた 234 75.2 93 80.9 12 54.5 39 68.4 90 76.9 100 75.8 93 83.8
していない 77 24.8 22 19.1 10 45.5 18 31.6 27 23.1 32 24.2 18 16.2

309 100.0 114 100.0 21 100.0 57 100.0 117 100.0 132 100.0 110 100.0
受験から入学まで
の費用負担

大変重い 146 47.2 58 50.9 10 47.6 32 56.1 46 39.3 69 52.3 42 38.2
重い 139 45.0 51 44.7 8 38.1 22 38.6 58 49.6 57 43.2 54 49.1
それほど重くない 21 6.8 5 4.4 2 9.5 2 3.5 12 10.3 6 4.5 13 11.8
重くない 3 1.0 1 4.8 1 1.8 1 0.9 1 0.9

306 100.0 112 100.0 22 100.0 57 100.0 115 100.0 129 100.0 109 100.0
「直接助成制度」
の必要性

必要がある 285 93.1 104 92.9 20 90.9 55 96.5 106 92.2 122 94.6 99 90.8
必要がない 21 6.9 8 7.1 2 9.1 2 3.5 9 7.8 7 5.4 10 9.2

312 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 111 100.0
奨学金の利用希望 する 184 59.0 73 63.5 16 72.7 36 63.2 59 50.0 84 63.6 55 49.5

しない 128 41.0 42 36.5 6 27.3 21 36.8 59 50.0 48 36.4 56 50.5

184 100.0 73 100.0 16 100.0 36 100.0 59 100.0 84 100.0 55 100.0
奨学金の利用申請
状況

していない 42 22.8 14 19.2 2 12.5 8 22.2 18 30.5 14 16.7 19 34.5
している（した） 142 77.2 59 80.8 14 87.5 28 77.8 41 69.5 70 83.3 36 65.5

40 100.0 14 100.0 1 100.0 8 100.0 17 100.0 14 100.0 18 100.0
申請を「していな
い」理由で最もあ
てはまるもの

申請基準に合わない為 12 30.0 2 14.3 5 62.5 5 29.4 4 28.6 5 27.8
返済の義務がある為 15 37.5 6 42.9 3 37.5 6 35.3 5 35.7 8 44.4
手続きが遅れた為 2 5.0 1 7.1 1 5.9 1 7.1 1 5.6
利子の負担が大きい為 2 5.0 1 7.1 1 5.9 1 7.1
その他 4 10.0 2 14.3 2 11.8 1 7.1 3 16.7
複数回答 5 12.5 2 14.3 1 100.0 2 11.8 2 14.3 1 5.6

312 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 111 100.0
子どものアルバイト収
入を予定していたか

予定していた 154 49.4 63 54.8 9 40.9 28 49.1 54 45.8 67 50.8 54 48.6
予定していなかった 158 50.6 52 45.2 13 59.1 29 50.9 64 54.2 65 49.2 57 51.4

154 100.0 63 100.0 9 100.0 28 100.0 54 100.0 67 100.0 54 100.0
子どものアルバイ
ト料をあてて欲し
いもの（複数回答可）

授業料の一部 21 13.6 11 17.5 2 22.2 3 10.7 5 9.3 8 11.9 5 9.3
住居費 17 11.0 4 6.3 1 11.1 4 14.3 8 14.8 5 7.5 3 5.6
書籍代 47 30.5 19 30.2 5 55.6 6 21.4 17 31.5 21 31.3 14 25.9
交通費 54 35.1 24 38.1 9 100.0 7 25.0 14 25.9 24 35.8 12 22.2
飲食代 91 59.1 40 63.5 6 66.7 16 57.1 29 53.7 43 64.2 28 51.9
衣服代 98 63.6 39 61.9 7 77.8 17 60.7 35 64.8 44 65.7 30 55.6
電話・インターネット料金 56 36.4 27 42.9 8 88.9 9 32.1 12 22.2 28 41.8 15 27.8
交際・レジャー費用 116 75.3 47 74.6 6 66.7 22 78.6 41 75.9 54 80.6 40 74.1
自動車維持 9 5.8 4 6.3 1 11.1 1 3.6 3 5.6 4 6.0 4 7.4
サークル・部活動費 90 58.4 31 49.2 4 44.4 16 57.1 39 72.2 39 58.2 32 59.3
資格習得・習い事費用 34 22.1 12 19.0 5 55.6 5 17.9 12 22.2 14 20.9 8 14.8
その他 2 1.3 2 3.2

資料２　アンケート調査結果一覧
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単位：人，％
全体 所属大学 学部等

北海１部 北海２部 札学 酪農 文科系 理科系
312 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 111 100.0

全受験回数のうち、
宿泊を必要とした
回数

０回 190 60.9 86 74.8 20 90.9 32 56.1 52 44.1 93 70.5 56 50.5
１回 72 23.1 13 11.3 2 9.1 19 33.3 38 32.2 23 17.4 26 23.4
２回 25 8.0 8 7.0 3 5.3 14 11.9 9 6.8 12 10.8
３回 13 4.2 3 2.6 3 5.3 7 5.9 3 2.3 9 8.1
４回 7 2.2 3 2.6 4 3.4 2 1.5 5 4.5
５回以上 5 1.6 2 1.7 3 2.5 2 1.5 3 2.7

312 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 111 100.0
宿泊なしの受験回
数

０回 59 18.9 11 9.6 1 4.5 14 24.6 33 28.0 16 12.1 25 22.5
１回 108 34.6 29 25.2 5 22.7 29 50.9 45 38.1 49 37.1 33 29.7
２回 45 14.4 22 19.1 5 22.7 3 5.3 15 12.7 18 13.6 20 18.0
３回 40 12.8 21 18.3 6 27.3 7 12.3 6 5.1 20 15.2 10 9.0
４回 34 10.9 19 16.5 3 13.6 4 7.0 8 6.8 17 12.9 13 11.7
５回以上 26 8.3 13 11.3 2 9.1 11 9.3 12 9.1 10 9.0

301 100.0 110 100.0 22 100.0 54 100.0 115 100.0 128 100.0 106 100.0
全ての受験に要し
た、受験料・交通費・
宿泊費の総額

３万円未満 15 5.0 6 5.5 1 4.5 6 11.1 2 1.7 8 6.3 4 3.8
３～４万円台 47 15.6 12 10.9 4 18.2 14 25.9 17 14.8 22 17.2 13 12.3
５～９万円台 70 23.3 29 26.4 3 13.6 14 25.9 24 20.9 32 25.0 22 20.8
10～14万円台 78 25.9 34 30.9 8 36.4 12 22.2 24 20.9 37 28.9 23 21.7
15～19万円台 30 10.0 13 11.8 4 18.2 3 5.6 10 8.7 15 11.7 8 7.5
20～29万円台 37 12.3 10 9.1 2 9.1 4 7.4 21 18.3 9 7.0 19 17.9
30万円以上 24 8.0 6 5.5 1 1.9 17 14.8 5 3.9 17 16.0

平均値　（単位：万円） 12.3 11.0 9.6 7.6 16.2 9.8 16.0
中央値　（単位：万円） 10.0 10.0 10.0 5.0 10.0 10.0 10.0
標準偏差（単位：万円） 12.8 8.3 5.7 6.4 17.6 7.5 16.6

312 100.0 115 100.0 22 100.0 57 100.0 118 100.0 132 100.0 111 100.0
子どもの通学場所 自宅から 157 50.3 96 83.5 20 90.9 22 38.6 19 16.1 93 70.5 37 33.3

自宅外から 155 49.7 19 16.5 2 9.1 35 61.4 99 83.9 39 29.5 74 66.7

155 100.0 95 100.0 20 100.0 22 100.0 18 100.0 92 100.0 36 100.0
子どもに対する小
遣いの有無（自宅生）

渡していない（予定なし） 77 49.7 43 45.3 13 65.0 11 50.0 10 55.6 43 46.7 16 44.4
渡している（予定あり） 78 50.3 52 54.7 7 35.0 11 50.0 8 44.4 49 53.3 20 55.6

76 100.0 52 100.0 6 100.0 11 100.0 7 100.0 49 100.0 19 100.0
小遣いの月額（自
宅生）

１万円未満 26 34.2 19 36.5 1 16.7 3 27.3 3 42.9 16 32.7 8 42.1
１万円以上、２万円未満 33 43.4 25 48.1 2 33.3 5 45.5 1 14.3 24 49.0 7 36.8
２万円以上 17 22.4 8 15.4 3 50.0 3 27.3 3 42.9 9 18.4 4 21.1

154 100.0 19 100.0 2 100.0 35 100.0 98 100.0 39 100.0 74 100.0
子どもの住まい（自
宅外生）

アパート・賃貸マンション 95 61.7 17 89.5 2 100.0 28 80.0 48 49.0 32 82.1 40 54.1
下宿・学生会館（食事付） 21 13.6 1 5.3 5 14.3 15 15.3 5 12.8 10 13.5
大学の学生寮 33 21.4 1 2.9 32 32.7 1 2.6 22 29.7
血縁と同居 5 3.2 1 5.3 1 2.9 3 3.1 1 2.6 2 2.7

147 100.0 19 100.0 2 100.0 33 100.0 93 100.0 37 100.0 69 100.0
家賃・月額 ０円 12 8.2 1 5.3 4 12.1 7 7.5 4 10.8 5 7.2

３万円未満 15 10.2 3 15.8 1 50.0 3 9.1 8 8.6 4 10.8 4 5.8
３万円台 39 26.5 4 21.1 12 36.4 23 24.7 12 32.4 18 26.1
４万円台 33 22.4 6 31.6 1 50.0 7 21.2 19 20.4 7 18.9 17 24.6
５万円台 34 23.1 5 26.3 2 6.1 27 29.0 5 13.5 19 27.5
６万円以上 14 9.5 5 15.2 9 9.7 5 13.5 6 8.7

平均値　（単位：万円） 3.9 3.8 3.5 3.7 4.0 3.8 4.0
中央値　（単位：万円） 4.0 4.3 3.5 3.6 4.1 3.8 4.2
標準偏差（単位：万円） 1.6 1.4 0.8 1.9 1.6 1.9 1.6

127 100.0 18 100.0 2 100.0 32 100.0 75 100.0 37 100.0 59 100.0
敷金・礼金 ０円 13 10.2 1 3.1 12 16.0 8 13.6

～５万円未満 24 18.9 1 5.6 7 21.9 16 21.3 4 10.8 8 13.6
５～7.5万円未満 27 21.3 4 22.2 1 50.0 4 12.5 18 24.0 6 16.2 19 32.2
7.5～10万円未満 11 8.7 4 22.2 4 12.5 3 4.0 6 16.2 4 6.8
10～15万円未満 39 30.7 8 44.4 1 50.0 14 43.8 16 21.3 18 48.6 15 25.4
15万円以上 13 10.2 1 5.6 2 6.3 10 13.3 3 8.1 5 8.5

平均値　（単位：万円） 7.8 9.4 9.1 8.2 7.2 9.3 7.0
中央値　（単位：万円） 7.0 9.5 9.1 9.9 6.0 10.0 6.0
標準偏差（単位：万円） 5.1 4.4 5.5 3.8 5.7 3.8 4.6
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単位：人，％
全体 所属大学 学部等

北海１部 北海２部 札学 酪農 文科系 理科系
136 100.0 18 100.0 2 100.0 32 100.0 84 100.0 37 100.0 64 100.0

生活用品をそろえ
るのに要した金額

０円 10 7.4 1 3.1 9 10.7 1 2.7 8 12.5
～10万円未満 19 14.0 2 11.1 5 15.6 12 14.3 6 16.2 8 12.5
10万円以上20万円未満 37 27.2 4 22.2 2 100.0 9 28.1 22 26.2 8 21.6 18 28.1
20万円以上30万円未満 27 19.9 1 5.6 5 15.6 21 25.0 4 10.8 15 23.4
30万円以上40万円未満 22 16.2 5 27.8 9 28.1 8 9.5 11 29.7 8 12.5
40万円以上50万円未満 8 5.9 3 16.7 5 6.0 2 5.4 3 4.7
50万円以上 13 9.6 3 16.7 3 9.4 7 8.3 5 13.5 4 6.3

平均値　（単位：万円） 22.2 27.7 14.0 21.7 21.4 24.5 19.6
中央値　（単位：万円） 20.0 30.0 14.0 20.0 18.1 25.5 18.0
標準偏差（単位：万円） 20.8 17.3 5.7 14.6 23.5 16.4 19.9

148 100.0 17 100.0 2 100.0 34 100.0 95 100.0 37 100.0 72 100.0
５月分の仕送り額
（授業料などの大
学への納入金を除
く）

０円 9 6.1 2 11.8 1 50.0 3 8.8 3 3.2 2 5.4 2 2.8
～２万５千円未満 8 5.4 2 11.8 3 8.8 3 3.2 3 8.1 4 5.6
２万５千円以上５万円未満 24 16.2 2 11.8 3 8.8 19 20.0 5 13.5 15 20.8
５万円以上７万５千円未満 63 42.6 6 35.3 1 50.0 12 35.3 44 46.3 15 40.5 31 43.1
７万５千円以上10万円未満 12 8.1 2 11.8 4 11.8 6 6.3 4 10.8 6 8.3
10万円 18 12.2 2 11.8 5 14.7 11 11.6 3 8.1 8 11.1
10万円超 14 9.5 1 5.9 4 11.8 9 9.5 5 13.5 6 8.3

平均値　（単位：万円） 6.1 5.4 2.5 6.5 6.1 6.4 6.0
中央値　（単位：万円） 5.0 5.0 2.5 5.5 5.0 5.0 5.0
標準偏差（単位：万円） 3.5 3.5 3.5 4.1 3.3 3.9 3.4

147 100.0 18 100.0 1 100.0 33 100.0 95 100.0 36 100.0 73 100.0
６月以降に予定さ
れている平均仕送
り額・月額

０円 9 6.1 2 11.1 1 100.0 2 6.1 4 4.2 2 5.6 3 4.1
～２万５千円未満 10 6.8 3 16.7 3 9.1 4 4.2 3 8.3 5 6.8
２万５千円以上５万円未満 37 25.2 4 22.2 7 21.2 26 27.4 8 22.2 20 27.4
５万円以上７万５千円未満 57 38.8 5 27.8 12 36.4 40 42.1 14 38.9 27 37.0
７万５千円以上10万円未満 11 7.5 1 5.6 5 15.2 5 5.3 5 13.9 5 6.8
10万円 14 9.5 2 11.1 2 6.1 10 10.5 2 5.6 9 12.3
10万円超 9 6.1 1 5.6 2 6.1 6 6.3 2 5.6 4 5.5

平均値　（単位：万円） 5.4 4.8 0.0 5.4 5.5 5.4 5.5
中央値　（単位：万円） 5.0 4.5 0.0 5.0 5.0 5.0 5.0
標準偏差（単位：万円） 3.1 3.4 3.0 3.0 3.0 3.1

152 100.0 18 100.0 1 100.0 35 100.0 98 100.0 39 100.0 74 100.0
仕送りとは別に、
家族で直接負担し
ているもの

なし 8 5.3 1 5.6 1 2.9 6 6.1 2 5.1 3 4.1
電話料金（携帯含む） 126 82.9 16 88.9 1 100.0 33 94.3 76 77.6 36 92.3 61 82.4
家賃 73 48.0 10 55.6 20 57.1 43 43.9 23 59.0 33 44.6
管理費 46 30.3 6 33.3 12 34.3 28 28.6 14 35.9 23 31.1
寮費 31 20.4 1 2.9 30 30.6 1 2.6 21 28.4
水道光熱費 66 43.4 10 55.6 1 100.0 19 54.3 36 36.7 23 59.0 26 35.1
ＮＨＫ受信料 41 27.0 4 22.2 7 20.0 30 30.6 7 17.9 22 29.7
その他 9 5.9 1 5.6 5 14.3 3 3.1 4 10.3 4 5.4

301 100.0 109 100.0 22 100.0 55 100.0 115 100.0 127 100.0 108 100.0
教育費を要する子
どもの人数

１人 124 41.2 49 45.0 10 45.5 30 54.5 35 30.4 62 48.8 32 29.6
２人 139 46.2 52 47.7 10 45.5 17 30.9 60 52.2 53 41.7 61 56.5
３人 33 11.0 6 5.5 2 9.1 8 14.5 17 14.8 10 7.9 13 12.0
４人 5 1.7 2 1.8 3 2.6 2 1.6 2 1.9

301 100.0 109 100.0 22 100.0 55 100.0 115 100.0 127 100.0 108 100.0
うち大学生・大学院
生の人数

１人 235 78.1 88 80.7 18 81.8 50 90.9 79 68.7 109 85.8 73 67.6
２人 61 20.3 21 19.3 4 18.2 4 7.3 32 27.8 17 13.4 32 29.6
３人 4 1.3 1 1.8 3 2.6 1 0.8 2 1.9
４人 1 0.3 1 0.9 1 0.9

294 100.0 114 100.0 20 100.0 51 100.0 109 100.0 125 100.0 105 100.0
家族全体の税込み
年収（ボーナス込み）

200万円未満 17 5.8 8 7.0 1 5.0 2 3.9 6 5.5 8 6.4 6 5.7
200万円以上400万円未満 34 11.6 12 10.5 5 25.0 11 21.6 6 5.5 18 14.4 7 6.7
400万円以上600万円未満 63 21.4 26 22.8 6 30.0 11 21.6 20 18.3 28 22.4 16 15.2
600万円以上800万円未満 72 24.5 35 30.7 3 15.0 12 23.5 22 20.2 36 28.8 25 23.8
800万円以上1000万円未満 54 18.4 22 19.3 4 20.0 10 19.6 18 16.5 25 20.0 19 18.1
1000万円以上1200万円未満 24 8.2 7 6.1 1 5.0 16 14.7 5 4.0 14 13.3
1200万円以上 30 10.2 4 3.5 5 9.8 21 19.3 5 4.0 18 17.1

平均値　（単位：万円） 686 638 529 610 800 616 798
中央値　（単位：万円） 686 600 530 600 780 600 750
標準偏差（単位：万円） 354 294 254 328 406 302 389
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単位：人，％
全体 所属大学 学部等

北海１部 北海２部 札学 酪農 文科系 理科系
309 100.0 115 100.0 22 100.0 55 100.0 117 100.0 130 100.0 110 100.0

主な家計支持者の
職業

公務員 69 22.3 31 27.0 1 4.5 12 21.8 25 21.4 30 23.1 32 29.1
会社・団体の役員（自営業者を除く） 27 8.7 10 8.7 2 9.1 4 7.3 11 9.4 13 10.0 7 6.4
会社員・団体職員 143 46.3 56 48.7 13 59.1 21 38.2 53 45.3 58 44.6 49 44.5
自営業（一般商店） 24 7.8 6 5.2 1 4.5 6 10.9 11 9.4 12 9.2 8 7.3
農林水産業 18 5.8 2 1.7 1 4.5 4 7.3 11 9.4 3 2.3 9 8.2
年金生活者 4 1.3 1 0.9 1 4.5 2 1.7 1 0.8 1 0.9
自由業 1 0.3 1 1.8 1 0.8
パート 9 2.9 5 4.3 1 4.5 2 3.6 1 0.9 6 4.6 2 1.8
その他 4 1.3 1 0.9 2 3.6 1 0.9 3 2.3 1 0.9
複数回答 10 3.2 3 2.6 2 9.1 3 5.5 2 1.7 3 2.3 1 0.9

310 100.0 115 100.0 22 100.0 56 100.0 117 100.0 131 100.0 110 100.0
主な家計支持者の
住まいの場所

札幌市外 131 42.3 54 47.0 7 31.8 39 69.6 31 26.5 68 51.9 40 36.4
札幌市内 91 29.4 56 48.7 15 68.2 12 21.4 8 6.8 54 41.2 15 13.6
道外 88 28.4 5 4.3 5 8.9 78 66.7 9 6.9 55 50.0
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資料３　アンケート調査票
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